
　
八
月
十
五
日
午
前
十
時
よ
り
、
新
盆
の
方
、

供
養
の
志
の
あ
る
方
相
寄
り
、
読
経
致
し
ま

す
。
お
い
で
く
だ
さ
い
。
参
加
料
は
一
霊
参

阡
円
を
め
ど
に
お
考
え
く
だ
さ
い
。

　
大
施
餓
鬼
会
は
九
月
二
十
二
日
（
秋
分
の

日
・
日
）
十
三
時
参
集
に
て
簗
田
寺
で
行
い

ま
す
。
塔
婆
の
お
申
込
み
は
九
月
五
日
頃
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
。
天
候
に
も
よ
り
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
お
墓
参
り
を
か
ね
て
お
い

で
下
さ
い
。『
和
』の
世
界
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

【
七
月
二
十
日
　
開
門
日
和
】

　
七
月
二
十
日(

土)

猛
暑
の
中
、
開
門

日
和
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
お
集
ま

り
い
た
だ
い
た
皆
様
、
暑
い
中
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
の
開
門
日

和
は
ア
イ
ス
屋
さ
ん
や
パ
ン
と
ワ
イ
ン

の
お
店
な
ど
、新
し
い
出
店
も
多
数
あ
り
、

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
次
回
の
縁
日
は

お
施
餓
鬼
の
日
に
行
わ
れ
る
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ｏ

の
縁
日
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
生
き
物
だ
よ
り
】

　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
色
づ
い
て
来
ま
し
た
。

食
堂
で
も
お
出
し
し
て
い
ま
す
。

　
無
花
果
も
大
き
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。

去
年
は
甘
露
煮
に
し
て
「
と
き
と
そ
ら
」

の
九
月
の
メ
ニ
ュ
ー
で
お
出
し
し
て
い

ま
し
た
ね
。今
年
の
出
来
が
楽
し
み
で
す
。

簗田寺だより
夏
号

東向山
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〔
行
事
〕

お寺のブルーベリー
/ 無花果

昨年の彼岸大施餓鬼会

お
盆
８
月
１３
日（
火
）〜
１５
日（
木
）

◆

旧
壇
家
の
方（
上
山
崎
町
中
心
）

８
月
１４
日
　
例
年
通
り
お
伺
い
し
ま
す
。

◆

新
盆
・
檀
信
徒
盆
供
養

８
月
１５
日
１０
時
よ
り
　
本
堂
に
て

一
緒
に
先
祖
供
養
致
し
ま
し
ょ
う
。

（
お
布
施
・
新
盆
供
養
料
　
参
阡
円
程
度
）

９
月
２２
日
（
日
・
秋
分
の
日
）
１３
時
〜

彼
岸
大
施
餓
鬼
会

◆

施
餓
鬼
法
要
・
塔
婆
供
養(

内
陣
に
て)

　 ◆
焼
香
が
終
わ
っ
た
方
か
ら

　
順
次
塔
婆
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　 ※

塔
婆
の
引
取
り
は
ゆ
っ
く
り
時
間
に
合
わ
せ
て

　
　
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◆  

お
花
は
こ
も
れ
び
堂
前
で
販
売
し
ま
す
。

◆

施
食
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　 ※

無
縁
墓
地
に
は
当
山
で
施
食
を
い
た
し
ま
す
。

塔
　
婆 

｜ 

ハ
ガ
キ
に
て
事
前
申
込
み（
一
本
五
阡
円
）

お
布
施 

｜ 

随
意

不
参
加 

｜ 

御
布
施
と
し
て
金
壱
萬
円
を
銀

　
　
　
　
　行
振
込
に
て
ご
送
付
い
た
だ
け

　
　
　
　
　る
と
幸
い
で
す
。

振
込
先 

｜ 

三
井
住
友
銀
行
　
町
田
支
店
（
8
4
7
）

　
　
　
　  

（
普
通
）
6
6
0
5
8
5
8

　
　
　
　  

宗
教
法
人
　
簗
田
寺

９
月
２２
日
（
秋
分
の
日
・
日
）

Y
A
T
O
の
縁
日

◆

音
楽
公
演

◆

影
絵
イ
ベ
ン
ト
（
川
村
亘
平
斎
氏
）

◆

出
店
（
飲
み
物
や
軽
食
な
ど
）

◎
簗
田
寺
境
内
と
駐
車
場
に
て

ときとそら「精進バーガー」
/   衆寮での出店の様子
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夏
で
す
よ
。
ど
う
す
ご
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
余
裕
を
も
っ
て
、
夏
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
お
か
げ
さ
ま
で
簗
田
寺
の
事
業
も
落
ち
着

い
て
き
ま
し
た
。

●
簗
田
寺
本
堂
　
先
祖
供
養
、
年
回
供
養
、　

住
職
他
二
〜
四
名
随
㐂

●
参
禅
会
　
毎
週
日
曜
日
午
前
八
時
〜

最
終
日
曜
は
七
時
〜
（
朝
粥
を
含
む
）　

参
禅
、
作
務
、
茶
話
会
　
会
費
三
百
円
　

●
白
月
居
（
茶
席
）　

・
玉
川
遠
州
流
（
齋
藤
る
み
指
導
・
武
相
ク
ラ
ブ
）

・
幼
児
茶
会
（
二
園
・
月
一
回
十
名
程
度×

四
回
程
）

●
典
座
寮
「
精
進
食
堂
と
き
と
そ
ら
」

・
火
水
木
　
精
進
カ
レ
ー
（
十
一
時
半
〜
十
四
時
）

・
水
木
　
朝
粥
（
八
時
〜
十
時
）

・
金
土
日
　
精
進
御
膳
（
１
部
十
一
時
半
〜
　
２
部
十
三
時
〜
）

●
墓
地
　

瑠
璃
光
墓
苑
　
約
一
一
〇
〇
年
前
の
創
設
（
東
香
堂
・

真
言
宗
）
を
し
の
び
五
輪
塔
を
主
に
一
墓
苑
を
形
成
。

●
簗
田
寺
施
設

・衆
寮
「
ま
と
い
」
山
内
野
草
を
使
い
、香
り
を
楽
し
む
。

お
香
づ
く
り
。

・
図
書
室
　
開
放
、
習
字
教
室
（
予
定
）

・
参
禅
堂
　
一
般
初
心
者
向
け
に
縁
日
な
ど
で
参
禅
指
導
。
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〔
偶
感
〕

〔墓地管理料お支払いのお願い〕

２０２４（令和６）年度の墓地管理料の納入がまだの方はお支払いをお願いいたします。
年間管理料を十年間以上未納の場合、然るべく共同無縁墓に移動等の処置をしていく所があります。
 一処の碑をご利用の方は不要です。当寺に墓地のある方のみ、最寄りのATMなどで下記の銀行にお振込みをお
願いいたします。すでにお振込みの方は行き違いの故、お許しください。
※お振込みの際は、必ずお手紙の宛先と同じご名義フルネームでお振込みいただきますようお願いいたします。

◎本堂裏に遺骨をあずけているままの方、ご相談下さい。（管理料等相談します。）
◎簗田寺は広い寺域です。環境整備にお金がかかります。ご協力ください。

管理料：年額　１０，０００円
振込先：三井住友銀行　町田支店（８４７）　（普通）６６０５８５８　宗教法人 簗田寺

＊ 

今
年
の
お
盆
・
お
彼
岸
は

故
人
の
供
養
に
境
内
を
流
れ
る

湧
水
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
開
門
日
和
（
か
い
も
ん
び
よ
り
）　

隔
月
開
催
。
コ
ー
ヒ
ー
、
野
点
、
野
菜
、
お
花
、
手
作

り
の
品
な
ど
の
出
店
多
数
。
縁
日
。

●
門
前
　

・
花
綵
　
山
内
の
季
節
の
野
花
を
使
い
つ
つ
、
現
代
の
あ

し
ら
え
を
楽
し
む
。
教
室
あ
り
。

・c
o
n
z
e
n 

c
o
f
f
e
e
　
こ
だ
わ
り
の
コ
ー
ヒ
ー
。

自
家
焙
煎
。

●
町
田
自
然
幼
稚
園

（
学
）
正
和
学
園
　
関
係
園
多
数
　
一
才
〜
就
学
前

●
し
ぜ
ん
の
国
保
育
園

（
社
福
）
東
香
会
　
０
才
〜
就
学
前
　
関
係
園
６
園

●
し
ぜ
ん
の
国
旧
園
舎
　

こ
ど
も
食
堂
な
ど
実
施

●
こ
も
れ
び
堂

会
議
室
お
よ
び
住
職
仮
住
居

　
や
る
べ
き
こ
と
は
、
や
り
ま
し
ょ
う
。
や
め
る
こ
と

は
簡
単
で
す
が
、
あ
と
も
ど
り
は
難
し
い
で
す
ね
。


